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１ はじめに 

千葉県北部に位置する印旛沼（図 1，地理院タイル一部加工）1)は，湖沼水質特別措置法に基づく指定湖沼

であり，湖沼水質保全計画に基づき種々の対策が講じられてきたが，化学的酸素要求量（以下，COD）の環境

基準を達成しておらず，より効果的な対策が求められている。印旛沼流域では，生活排水や事業場排水などの

対策により，特定汚染源からの負荷量は着実に減少する一方で，非特定汚染源（以下，面源）からの負荷量の

寄与割合が増加している（図 2）2)。この面源負荷については，印旛沼周辺の水田の排水調査や流域での道路排

水調査により負荷の実態を調査してきているところであり 3)，その削減対策が検討課題である。 
印旛沼の流入河川上流域には，谷津と呼ばれる谷地形が数多く存在する 4)。谷津の谷底面の多くは，かつて

水田利用されていたが，現在は耕作放棄地となっている。既存研究で，谷津を湿地として維持・再生すると水

質浄化にも寄与するとの報告があるが，多くは，窒素低減に着目したものである 4)5)。そこで，特に降雨時にお

いて，面源から流出するCOD，窒素，リンの負荷量対策としての谷津の可能性を検討した。 
 
２ 調査方法 
２・１ 調査場所 

調査は，印旛沼流域に位置する富里市の「大谷津」と呼ばれる谷津の谷底部にある湿地（図 1，湿地面積約

1300 m2）で行った。本調査地区は里山グリーンインフラ 4)活用の市民活動として，「おしどりの里を育む会」

を中心とする地域の方々が整備し，一部を湿地にした場所である。 
 

 

 

 

 

 

 

２・２ 調査日及び調査方法 

 2021 年 9 月末の台風 16 号及び 11 月 8～9 日の降雨時に調査を行った。水質は，降雨時に湿地に流入する水

（以下，流入水）と湿地から流出する水（以下，流出水）を自動採水器により採水した。 
分析項目は，pH，COD，全窒素（以下，T-N），硝酸態窒素（以下，NO3-N），亜硝酸態窒素（以下，NO2-N），

アンモニア態窒素（以下，NH4-N），全りん（以下，T-P），りん酸態りん（以下，PO4-P），電気伝導度（以下，

EC），懸濁物質及び強熱減量（以下，SS 及び VSS）とした。また，流入水側に水位計，流出水側に直角三角

堰と水位計を設置した。分析及び流量は JIS 法を用いた。なお，降水量は近隣の佐倉観測所 6)のデータを使用

した。 
 

 

 

図2 流入負荷量の割合（2019年度）
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図1 印旛沼の位置図（出典：地理院タイル 1)一部加工） 
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３ 結果 

図 3 に台風 16 号時の降水量及び流出水量並びに流入水及 
び流出水の水質の経時変化を示す。流入水は降雨開始後に各 
項目の濃度上昇が見られ，COD，T-N，SS は最も高い濃度と 
なった。T-P は降雨開始直後よりも，降雨強度が 6.5～9.5 mm/h 
に強まった 10 月 1 日の 9～11 時に最も高濃度となった。一方， 
流出水は降雨が強まると T-P 及び SS 濃度が上昇するが，流入 
水より濃度上昇が小さく，ピークカットされていた。このこと 
は流入水よりも流出水の SS 濃度が低下していることから，湿 
地を通過する際に沈降し，濃度上昇が抑えられたためと考えら 
れる。以上の結果から，湿地化された谷津は降雨時の流出負荷 
量の抑制に活用できる能性が示唆された。 
今後は，流入水量及び流出流量の解析を行い，負荷量を 

算出して谷津による削減率を求めるとともに，調査を継続し， 
流入負荷量，湿地面積，総降雨量，降雨強度の関係などから 
流出限界となる閾値を検討していきたい。 
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※降水量は佐倉観測所データ 6) 

図3 湿地化された谷津の流入水と流出水 

の経時変化（2021年 9月の台風16号時) 
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